
彙

報
会
員
著
書
紹
介

小
林
賢
章

『﹁
暁
﹂
の
謎
を
解
く
﹄

角
川
選
書

平
成
25
年
3
月

執
筆
者
紹
介

吉

野

政

治

(
よ
し
の
・
ま
さ
は
る
)

本
学
教
授

本

間

洋

一

(
ほ
ん
ま
・
よ
う
い
ち
)

本
学
教
授

稲

垣

信

子

(
い
な
が
き
・
の
ぶ
こ
)

本
学
卒
業
生

吉

海

直

人

(
よ
し
か
い
・
な
お
と
)

本
学
教
授

飯
塚
ひ
ろ
み

(
い
い
づ
か
・
ひ
ろ
み
)

本
学
嘱
託
講
師

中

村

祐

美

(
な
か
む
ら
・
ゆ
み
)

本
学
卒
業
生

宮

﨑

三

世

(
み
や
ざ
き
・
み
つ
よ
)

本
学
助
教

生

井

知

子

(
な
ま
い
・
と
も
こ
)

本
学
教
授

彭

広

陸

(
ほ
う
・
こ
う
り
く
)

北
京
大
学
教
授

丸

山

敬

介

(
ま
る
や
ま
・
け
い
す
け
)

本
学
教
授

｢
同
志
社
女
子
大
学

日
本
語
日
本
文
学
﹂
投
稿
規
定

一
︑
当
誌
は
同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
の
機
関
誌
と
し

て
︑
会
員
に
学
術
的
研
究
の
発
表
の
場
を
提
供
す
る
も
の
で
す
︒

会
員
の
意
欲
的
な
投
稿
を
広
く
募
り
ま
す
︒

二
︑
論
文
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
で
三
〇
～
四
〇
枚
程

度
︑
資
料
︑
翻
刻
等
は
一
回
の
掲
載
を
六
〇
枚
程
度
と
し
ま
す
︒

こ
の
範
囲
を
超
え
る
場
合
は
編
集
委
員
に
ご
相
談
下
さ
い
︒
な
お
︑

採
否
は
編
集
委
員
会
に
ご
一
任
下
さ
い
︒
(
図
版
︑
写
真
な
ど
が
あ

る
場
合
は
挿
入
箇
所
を
指
示
し
た
う
え
で
︑
提
出
し
て
下
さ
い
︒
)

三
︑
注
︑
引
用
の
体
裁
は
統
一
を
図
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒
特
別

の
場
合
を
除
き
︑
校
正
は
再
校
ま
で
と
し
︑
以
後
は
編
集
委
員
会

の
校
正
と
し
ま
す
︒
原
稿
は
返
却
し
ま
す
が
︑
必
ず
コ
ピ
ー
を

と
っ
て
ご
提
出
下
さ
い
︒

四
︑
第
二
十
六
号
締
め
き
り

二
〇
一
四
年
三
月
末
日
厳
守
︒
(
原

稿
は
日
本
語
日
本
文
学
会
事
務
室
新
心
館
二
〇
七
号
室
宛
に
お
送

り
下
さ
い
︒
)

五
︑
掲
載
論
文
は
︑
同
志
社
女
子
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
掲
載
し

ま
す
︒

一
四
五


